
令 和 3年 ,一

石油機器技術管理士 講習 認定試験 案内

一般財団法人日本石油燃焼機器保守協会

希 u度 の 目 的    石油機器技術管理士の制度は、火災予防等のを見点から、点検整備に従事
する者の資質の向上とこれら業務の適切な遂行を図り、もつて機器に起因する火災事故等の発生防

止と国民生活の安心・安全に寄与することを目的とします。

命 u庁_σ )本既 ―    消防法第 9条では、「火気使用設備・器具 (石油燃焼機器等)の規制は、
市町村条例でこれを定める。」と規定されています。これに基づき、全国各市町村の火災予防条例

は、当該機器の′点検整備に係る規制として、「必要な知識及び技能を有するものとして消防長が指

定する者に行わせること」と規定しています。「消防長が指定する者」について、各市町村では、

規則等により、「石油機器技術管理士資格者証の交付を受けている者」を指定するよう定めています。

本協会では、総務省消防庁、全国消防長会、全国各地区消防機関の指導により、「消防長が指定

する者」の育成を図るため、当該機器の点検整備業務に従事する方を対象に、専門の知識や技能に

ついて、石油機器技術管理講習・資格認定試験を全国各地区において実施しています。
この講習を受講し、認定試験に合格された方には、「石油機器技術管理士資格者証」が公布され、

火災予防条例に規定する「消防長が指定する者」として点検整備業務に従事できるこ1と になります。

女寸  象   者    石油燃焼機器 (ス トーブ・ファンヒーター・FF式・給湯機 。ボイラ等)
の′点検整備 (設置・販売)業務に従事し、またはしようとする方

日 所 (定員 60

※会場の都合により、受付開始時間は前後する場合があります。

辞等翌ヨ手半 Eヨ 及 乙バ言忍 貢ヨ言式 通矢  講習科日、試験の問題数及び配点は次のとおりで
す。認定試験は講習終了後直ちに行い、所要時間は 90分、講習教材 (テ キス ト)、 本人の手書に
よるノー ト及び電卓の使用もできます。

講 習 科 目 問題 点数 講 習 科 目 問題 点数

① 燃焼理論等の基礎知識 15 30 ⑤ 燃焼設備等の計測方法 5 10

② 燃焼設備等の構造原理 15 30 ⑥ 消 防 法 規 10 20

③ 安全装置等の構造原理 10 20 ⑦ 燃焼設備等の点検整備 15 30

④ 燃 焼 設 備 等 の 設 置 5 10 ⌒
計 75 150
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① 1500011 東京都渋谷区東 2-242
8 03-3499-2928
FAX 0 3‐ -34 9 9-2 9 3 0
http://nenshou.xsrv.jp/

登録番号 T7011005000300

栃木県内の消防局

那須地区広域行政事務組合消防本部

橋 地 区 消 防 組 合 消 防 本 部
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当協会のホームページにより申請する場合は、クレジットカード決済又はコンビ 決済となります。
請書
寄り 振替の窓口で手数料 22,220円 (税込)を払い込みます。(受験料含む)

各 申 により申請する場合は、次の要領で申請 してください。

10%対象 20,
の

口 「00160-5-80031」
口 払込通知票の通信欄にも受講会場、
ハ 郵便為
郵便為替

200円  消費税 2,020円
「一般財団法人日本石油燃焼機器保守協会J
期間、受講・受験者名を必ずご記入くださ
のものも利用できます。

です。
ヤ` 。

替の用紙は、郵便局備え付け
の 「払込票」コピーを申請書 (男町記様式 1)の所定の位置に添付します。 (「払込票J

をもつて領収証に替えさせていただきますので、必ずコピーを貼付してください。)
申請書に所要事項をご記入の上、写真 1枚 (資格者証に使用)を貼付 し、次の申請先まで郵送
ださい。
なお申請後の手続き等のお問合せは当協会までお願いします。

申 請 先
〒 150-0011東 京 都 渋 谷 区 東 2-24-2
(― 財 )日 本 石 油 燃 焼 機 器 保 守 協 会
803-3499-2928

申 言青 時 の こゴ テ主 宦́、
1 教材 (テキス ト)は原則として講習当日会場で配布します。ただし、事前にご希望の方は、申請書の
所定欄に住所、氏名等を記入し、送料の郵便切手 450円 分 (イ ンボイス制度対応外)を同封してくだ
さい。申請期間経過後、速やかに冊子小包等で送付します。当日は教材を必ず持参してください。
2 申請期間内であつても、定員になり次第締め切りますのでお早めに申請してください。
3 申請期間後は、当協会の事務局までお問合せください。
4 受付手続き完了後、受講・受験票を送付いたします。講習日1週間前になつても、到着しない場
合は、事務局の本協会にお問合せください。
なお、オンライン講習受講者には、受講・受験票に替えて、受講決定通知書を送付いたします。
5 納入済の手数料は、特別な場合を除き返納できませんので、ご承知おきください。
※「別記様式 2」『石油機器技術管理 (DVDビ デオ)講習受講申請書』は、一般講習と同じテキス トを
DVDビ デオ解説で学習し、90分の資格認定試験のみを会場で受験するための申請書です。申請書
は、直接本協会上こ送付してください。

ィコテ由 機 器 技 術 管 I里―卜 資 オ・各 者 言正 の 交 付
1 認定試験合格者には、合格の通知に替え、「石
油機器技術管理士資格者証Jを簡易書留にて送
付します。
2 不合格者 (再試験の制度があります。)に は、
書面又メールにて通知します。 (合否の電話等
による問合せには応 じられませんのでご了承
ください。)
3「石油機器技術管理士証」 (証書)、 「石油機器
技術管理士登録証J(店頭に表示する看板)をご
希望の方には、申請に基づき実費頒布 します。

点 検 整 備 会 員 令 IJ
l 石油機器技術管理士等を対象 とする会員制
(年会費 4,000円 )です。
2 入会すると、最新技術情報誌「テクノ・メン
テ」(季干J)の購読等の特典があります。

個 人 情 報  『こ つ しヽて
申
業
白勺

請書に記載された個人情報については、講習関係
務を円滑に遂行するために利用し、それ以外の目
では利用しません。

の  イ也
受講・受験票をご持参ください。
筆記具、昼食は各自ご用意ください。
なお、認定試験には、鉛筆 (B又はHB)、 消しゴムを必ずご用意ください。
時間は厳守してください。
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本案内書「石油機器技術管理士 講習 口認定試験 案内」は、必ず保管してください。


